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東シナ海・黄海の漁業資源（総説） 
 

東シナ海・黄海は大陸河川によって供給される豊かな栄養塩

を基礎として、黒潮系水と大陸沿岸系水との顕著な潮目の形成

も加わり、生産性が極めて高い海域と言われている。また、広

大な浅い砂泥域が広がっていることから、同緯度の他の海域か

ら比べてニベ科魚類、ウシノシタ科魚類、マナガツオ科魚類、

カタクチイワシ科魚類等が種数・分布量ともに卓越している。

更に、黄海域には黄海中央底層冷水が周年存在することから、

マダラ、ニシン、ソウハチといった冷水性の魚類も分布する。

こういった多様な魚類相と高い生産性を背景として、当海域に

存在する漁業資源について我が国をはじめ中国、韓国等が利用

しており、東シナ海・黄海は典型的な国際入会（いりあい）漁

場となっている（図 1）。国際連合食糧農業機関（FAO）統計

で東シナ海・黄海域を含む海域区分（北西太平洋）における日

本、中国及び韓国の国別漁獲量をみると、日本の漁獲量は 1980

年代の我が国周辺でのマイワシ漁獲量の増大でピークを迎え

た後、2000 年代にかけて減少している一方、中国の漁獲量は

1980 年代後半以降大きく増大しているが、近年ではやや減少

に転じている（図 2）。各国の漁業の変化の詳細は以下の通り

である。 

韓国の東シナ海・黄海からの漁業生産は 1950 年代の 20 万

トン台から 1980 年代には 190 万トン台に増えた。しかし、こ

のような生産増大も 1990 年代後半から減少に転じ、2010 年

代後半以降は約 100 万トンの水準で推移している（図 2）。 

一方、中国の漁業は、1950～1960 年代は沿岸を中心とした

定置網（張網）と刺網が主な操業形態であったが、1960 年代

末から 2 そうびき底びき網漁業が海面漁業の操業形態の主体

となっていった。それに伴い漁獲量もしばらくの間は増加を見

せていたが、1970 年代後半から減少傾向に転じ、その後底び

き網の漁船数を減らす等の措置がとられた。しかし、1980 年

代からの国策転換に伴い、1985 年に漁業の全面開放が行われ、

漁船数と馬力数の増加は再び勢いを増し、中国の海面漁獲量の

増加をもたらした。FAO 統計における中国の統計値は改善が

必要とされているが（FAO 2020）、1990 年代以降の中国の漁

獲量の増大は著しく、1996 年から 2018 年まで 1,200 万トン

を越える高水準で推移した。しかし、近年はやや減少している

（図 2）。 

東シナ海・黄海における日本の代表的な漁業としては、歴史

的に大中型まき網漁業と以西底びき網漁業が挙げられる。大中

型まき網漁業は、サバ類・マアジを主対象とする西日本最大の

漁業であり、基本的な漁場は隠岐諸島から尖閣諸島付近までの

陸棚縁辺域と済洲島西部海域である。このうち、済洲島西部海

域は主にマサバの漁場であったが、2016 年以降、入漁条件が

合意されず日本船による操業はない。大中型まき網漁業の総漁

獲量の変化を⾧期的に見ると、変化の大きな要因はマイワシ資

源の消⾧ではあるが、1990 年代以降の漁獲努力量の減少も相

まって総漁獲量は大きく減少し、2000 年代に入ってからはほ

ぼ横ばいで推移した（図 3）。2010 年代、一部の漁船が冬季に

太平洋側に出漁することで漁獲量は再びやや減少傾向にあっ

たが、2020 年代に入り、サバ類やマイワシの漁獲が増え、総

漁獲量はやや回復傾向にある。 

一方、かつて東シナ海・黄海全域を利用していた以西底びき

網漁業は、資源状態の悪化、各国漁業との漁場の競合や輸入水

産物の増加といった要因により衰退し、現在では主に九州西岸

沖の我が国排他的経済水域（EEZ）内を中心とする東シナ海陸

棚縁辺部で操業する漁業に変化している。以西底びき網漁業は

1960 年代に 30 万トン台、1975 年までは 20 万トン台の漁獲

量を維持していたが、その後は一貫して減少傾向が続き、1988

年には 10 万トンを割り込み、2000 年以降は更に減少して 1 万

トンを割り込むようになった（図 3）。漁獲量の減少とともに、

当漁業が漁獲する魚種も年代によって大きく変わってきた。最

盛期の 1960 年には、漁獲量上位 5 魚種はキグチ、タチウオ、

ハモ、シログチ及びエソ類であり、すり身原料となる魚種が主

体で、その漁獲量は 18 万トンで全体の 54％を占めていた。し

かし、現在はキダイやイボダイ等、我が国に近い大陸棚縁辺部

の漁場に分布する魚種の割合が増加している。このように本海

域では、かつては日本の漁獲量が最も多かったが、韓国や中国

の漁業の発展に伴い、日本の漁獲量は他国に比べて少なくなっ

ている。 

このような日本、中国及び韓国による⾧期間の継続的で強い

漁獲圧により、当海域の漁獲対象種の生物学的・生態学的特性

には様々な変化が認められるようになった（堀川・山田 1999、

小西ほか 2001、密ほか 2001）。多くの魚種で資源状況の悪

化が認められているだけではなく、更に分布域の縮小、漁獲物

図 1. 東シナ海周辺における漁業関係模式図 














